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ＮＰＯ(特定非営利活動）法人トゥギャザー（Together）とは・・・
私たちは障害者と社会の架け橋として、
　　　　　　　　　　　障害者の自立と社会参加を3つの活動でお手伝います。

労働支援　製品の生産を受注から品質向上までトータルに支援します。

販売支援　製品の販売を積極的にサポートします。

住環境コーディネート　グループホームの実現を応援します。 

手づくりのおいしさをお届けします。
          新たにお菓子の頒布会を始めました。

みなさんに趣旨をご理解いただき、ご賛同いただいて1人でも
多くの方にご注文いただければと願っています。

大阪府下にはクッキーやケ
ーキ等のお菓子を作ってい
る施設はたくさんあり美味
しいお菓子が多く作られて
います。

私たちトゥギャザーがコーディネー
ターになって、９つの福祉施設がネ
ットワークを組み、それぞれの特色
を活かした組み合わせで２ヶ月に１
度お手元に手づくりのおいしさをお
届けできる頒布会を企画しました。
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「七夕プロジェクト」今年のカレンダー
小磯良平画伯の油彩です。

今年も引き続き小磯画伯の絵を使うことが出来た
らというみんなの夢が梅田画廊野呂会長のお取り
計らいにより現実となり油彩を使わせていただく
こととなりました。

福祉施設で漉かれたリサイクル手漉き紙を使用し
てのカレンダー作りは今年で４年目となり、昨年
は小磯良平画伯のエッチングを使わせていただき

過日、小磯家のご息女嘉納
さまから趣旨にご賛同いた
だき快諾していただいた次
第です。ご厚意に感謝しま
す。

新しいロゴマークが誕生しました

私たちの障がい者の自立支援の活動を1人でも多くの方に知ってもらい親しんでい
ただくために新しくトゥギャザーのロゴマークをつくりました。
兼ねてより「ものづくり」のデザインでご協力いただいている株式会社エムシーエ
イのスタッフの方々が熱心にデザインしていただいた中から仲間で選びました。
私たちはこれからもトゥギャザーブランドのものづくりに励みたいと思います。
このロゴマークを使った製品は障がいをもつ人たちが自立を願ってまごころを込め
て作ったものです。是非、応援してください。
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さわやかフェスタ２００６
梅田スカイビルにやさしい風が吹きました

障がいのある人もない人も誰もが楽しめる福祉フェスタ「さわやか
フェスタ２００６」が五月晴れの青空の下、５月２０日（土）２１
日（日）梅田スカイビルワンダースクエアーにて賑やかに開催され
ました。

1人でも多くの人に見てもらい買ってもらいたいという願いを
込めて作られた障がい者の手作り作品のバザールは多くの施設
のみなさんが販売にご協力いただきました。
フェスタを彩るイベントとして恒例となっている大阪新梅田シ
ティーライオンズクラブのみなさんによる「餅つき大会」は大
人気で長い行列ができました。また、今年初めて登場した「ス
トラックアウト」もライオンズクラブのメンバーと一緒になっ
て楽しみました。

チンドン屋の本場富山からはるばる駆けつ
けてくれた「オラッチャ人生桜歌隊」のみ
なさんによる友情出演にはみんな驚き大喜
びでした。また、2日間を通して元気あふれ
る踊りをワンダースクエアいっぱいに繰り
広げてくれ大いに盛り上げてくれました「
こいや祭り実行委員会」と「ハートリーお
どり隊」のみなさん。「BODY SONIC」さん
はプロの歌声を心に響かせてくれました。

毎年、大阪の食文化でフェスタに味付けをしてくださる「上方お好み
焼きたこ焼き協同組合」のみなさんは揃いのハッピで威勢のいい声が
響いていました。
昨年に続き期間中、障がい者の方々の空中庭園展望台への無料招待は
大人気で列をなしました。また、積水ハウスＣＳＲ室の呼びかけで多
くのボランティアさんがサポートしてくれました。
おかげさまでフェスタは例年以上の賑わいを見せました。ご協力いた
だいた皆様にご厚情感謝します。

トゥギャザーのホームページ　アドレス�
http://www.osakashinumedacity.com/together/�
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正会員　　個人　１０，０００円　法人　２０，０００円（この法人の目的に賛同し、法人の活動を推進する個人および団体）

協力会員　個人　　５，０００円　法人　１０，０００円（この法人の目的に賛同し、法人の活動に協力する個人および団体）

たくさんのみなさんのご入会お待ちしています�
トゥギャザーは障害者と社会の架け橋として、さまざまな活動を行います。ご入会お待ちしています。�

個人正会員　　佐伯照道　山上武弘

個人協力会員　中野有希

法人正会員　　交野自立センター　

法人協力会員   ガーデンラポ

会員動向

個人正会員　５８名

法人正会員　１７団体

個人協力会員　６８名

法人協力会員　２３団体　

合計１６６名・団体　

   新規ご入会ありがとうございます
　  （２００６年２月～２００６年６月　敬称略）

私たちは提言します

○　売ることの大切さの再確認

　　安定需要の確保が何よりも必要です。そのためにもまず
　　売ることの大切さの再確認が必要です。

○　小さな成功事例を積み上げる

　　自分たちの得意分野を見つけ出し市場に通用し売れる商
　　品づくりに取り組みましょう。小さくても成功事例を積
　　み上げることが自信をつけることにつながります。

○　施設間のネットワークづくりとコーディネーターの存在

　　施設単体では自ら限界があります。施設間のネットワー
　　クづくりを行い、それぞれの特色を生かすことで大量受
　　注も可能になります。そのためにも推進機関としてコー
　　ディネーターの存在が不可欠です

○　ＣＳＲ（企業の社会的責任）の潮流

　　今、企業の社会的責任が問われています。ＮＰＯを中心
　　にした市民活動も活発になっています。企業とＮＰＯの
　　協働による障がい者自立のための支援活動がますます期
　　待されています。そのためにも施設自身の努力もより一
　　層必要になると思います。

「みんなで作ってみんなで売ろう」

4月に障害者自立支援法が施行されました。
福祉の体系が大きく変わろうとしています。施設での
「ものづくり」が
ますます重要になってきました。

私たちは障害者と社会の架け橋です。


